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～環境経営の新時代～
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□ 株式会社　荒木建設

□ 代表取締役　荒木　敬博

□ 熊本県菊池市木柑子1427番地

□ 土木工事業　　　とび・土工工事業
舗装工事業　　　解体工事業

□ 千円
件

従業員数 人

敷地面積 ㎡

延床面積 ㎡

車両台数
□ 昭和28年9月

□ 環境管理責任者　石阪　幸則
TEL 0968-24-3131　FAX 0968-24-3133

・部門の環境経営システムの実施

会社名

実施体制
代表者

荒木　敬博

環境管理責任者
石阪　幸則

15 台

代表者

所在地

事業内容

事業の規模 売上高
工事件数

・環境経営目標及び環境経営計画の実施状況確認

環境保全担当者

創立年月

氏名及び連絡先

・環境管理責任者の任命

・資源（人員・設備・費用）の準備

・代表者による全体の評価の見直し

・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者に報告

・外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録

・環境経営レポートの作成 (担当：田嶌）

241,995
12
19

3,814

1,155

補佐
田嶌　秀美
池本　美咲

担当 役割

・実施体制の構築

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員

代表者

・文書類の作成・管理

部門長
・自部門の環境経営目標及び環境経営計画の運用管理

・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性の自覚

・環境経営方針の策定及び全従業員への周知

・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

補佐

工事部
髙木　保雄

総務部
井嶋　みゆき

Plan1.会社概要
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※単位：人　　　　2023年８月現在の資格取得人数
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1

1

1

資格及び免許一覧表

9

1

1

6

2

5

2

1

8

河川点検士

防災士

無人航空機従事者試験3級（ドローン検定）

SXF技術者

2

13

2

2

1

3

4

10

18

10

2

11

1

1

1

4

2

1

1

1

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含む焼却施設において、
ばいじん、焼却灰を取り扱う業務作業従事者特別教育

ごみ処理施設技術管理士

仮設安全監理者資格証

現場監督者(職長)教育

3

2

1

1

石綿取扱作業従事者特別教育

石綿使用建築物等の解体等　特別教育

ずい道等の掘削作業主任者技能講習

ずい道等の覆工作業主任者技能講習

普通救命講習修了

巻上機運転の業務に係る特別教育

穴掘建柱車特別教育

ﾌﾙﾊｰﾈｽ型墜落制止用器具作業特別教育

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類作業指揮者養成及び特別教育

（伐木等（大径木等）作業者安全衛生教育）

伐木等（大径木等）作業者安全衛生教育 補習

刈払機取扱作業者教育

酸素欠乏危険作業主任者技能講習

特定化学物質等作業主任者技能講習

建物等の鉄骨組立て等作業主任者技能講習

石綿作業主任者技能講習

不整地運搬車運転技能講習（最大積載量1t以上）

高所作業車運転特別教育（作業床の高さ10m未満）

小型車輌系建設機械(整地・運搬・積込み用及び掘削用)の運転の業務に係る特別教育

車輌系建設機械（コンクリート解体用）運転技能講習

現場管理者統括管理教育

第一種衛生管理者

安全衛生推進者講習

定期自主検査者　安全教育修了証

クレーン運転特別教育

小型移動式クレーン運転技能講習（つり上げ荷重1トン以上5トン未満）

移動式クレーンの運転の業務に係る特別教育（つり上げ荷重1トン未満）

床上操作式クレーン運転技能講習（つり上げ荷重5トン以上）

ケーブルｸﾚｰﾝ

ガス溶接技能講習

アーク溶接特別教育

ローラ運転特別教育

玉掛け技能講習（つり上げ荷重１ｔ以上）

危険物取扱主任者乙種

浄化槽設備士

解体工事施工技士

二級管工事施工管理技士

二級舗装施工管理技術者

一級舗装施工管理技術者

準中型運転免許（５ｔ）最大積載量　4.5ｔ未満　車両総重量7.5ｔ未満

中型運転免許（８ｔ）

中型運転免許

大型特殊運転免許

大型運転免許

二級小型船舶操縦免許

菊池市下水道排水設備工事責任技術者

火薬保安責任者（乙種）

火薬保安責任者（甲種）

車輌系建設機械(整地・運搬・積込み用及び掘削用)運転技能講習

はい作業主任者技能講習

コンクリート造の工作物の解体等作業主任者技能講習

ｺﾝｸﾘｰﾄ破砕器作業主任者技能講習

足場の組立て等作業主任者技能講習

型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習

二級土木施工管理技士　補

二級土木施工管理技士

一級土木施工管理技士

二級建設機械施工管理技士

一級造園管理技士

監理技術者講習修了証

監理技術者資格者証

土止め支保工作業主任者技能講習

地山の掘削作業主任者技能講習

普通運転免許

一級建設機械施工管理技士

フォークリフト運転技能講習（最大積載荷重 1t以上）

車輌系建設機械（コンクリート解体用,鉄骨裁断機,ｺﾝｸﾘｰﾄ圧砕機,解体用つか
み機）運転技能講習

10
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[基本理念]
　　株式会社　荒木建設は、事業活動を通して地域の環境保全に貢献するため、地域との
　共生を図り、地球環境の保全に配慮して行動し、環境負荷の継続的削減に努めます。又、
　社員一丸となって、お互いを尊重し助け合う事で働き甲斐のある職場づくりを目指します。
　

[方　針]
　１．EA21に基づく環境マネジメントシステムを構築し、PDCAサイクルを繰り返し行い、
　　　環境経営の継続的改善に努めます。

　２．環境保全に関する法規制を遵守し、一層の環境保全に取り組みます。

　３．事業活動の中で、特に以下の項目について優先的に保全活動を推進します。

　　　

・電気や燃料等の削減を通して二酸化炭素排出量の削減につなげます。

・建設工事に伴い排出される建設廃材のリサイクル化に努めます。

・貴重な水資源の節約に努めます。

・環境に易しい部材購入に努めます（グリーン購入）。

・環境に配慮した工事施工を目指します。

・整理・整頓・清掃に努め、安全な工事現場を維持します。

・段取り・打合せを重視し、工期短縮に努めます。

・工事現場の公害（特に、騒音・振動、粉塵・水質汚濁）を防止します。

４．すべての社員が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境経営方針を
　　全従業員に周知します。

2006年12月1日制定
2022年06月01日改定

株式会社　荒木建設

代表取締役　荒木敬博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2．環　境　経　営　方　針　

D

２.環境経営方針
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３．環境活動目標とその実績

当社における環境負荷の削減短期目標【ミッション】

2020年度実績

100

100

2021度（2021年9月～2022年8月）の実績値
2020年度実績

※2019年度の九州電力二酸化炭素実排出係数：0.370ｋｇ－CO2/kwh 使用

当社における環境負荷の削減中長期目標
・自然と共生する世界（Living in harmony with nature)

93.44

99

2

92

100%

256

20,81821,028

　　ℓ　
売上（100万円）

40,510

99100

19,947

前年度比1％

100%

100%

ｍ3

99%

前年度比1％

2023年度単位環境目標項目

前年度比1％

2022年度2021年度

前年度比1％

6 １回の実施 １回の実施

100% 100%

5

前年度比1％

　　ℓ　
売上（100万円）

100%

　電力使用量

4
廃棄物排出量の削減

％
　産業廃棄物のリサイクル率向上

kwh

前年度比1％

総排水量の削減
　水使用量

前年度比1％

前年度比1％

１回の実施

100%

回

kg-CO2

100%

前年度比1％

％グリーン購入活動実施率 100%

前年度比1％
売上（100万円）

二酸化炭素排出量の削減
259

21,028

40,919

93.44

99

2
環境美化活動

前年度比1％
二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出量の削減

　重機・車両燃料使用量

　二酸化炭素排出量

前年度比1％

7

4

　水使用量

100%

100%

8

1

100 100

100100

2

　重機・車両燃料使用量

％

6

5 ｍ3

3 32,236

環境配慮工事実施率 ％ 100

　産業廃棄物のリサイクル率

2 kwh 104%

環境目標項目
kg-CO2

回　環境美化活動

グリーン購入活動実施率 100％

126%40,919

107%98

⾧期視点での方針【ビジョン（中⾧期目標2050年）】
2015年に採択された「パリ協定」では、今世紀後半に温室効果ガスの排出量を実質ゼロにし、世界の平均気温上昇
を産業革命前に比べて2℃未満に抑えるという目標が掲げられました。当社はパリ協定に賛同し、2050年に向けて
温室効果ガス排出実質ゼロを目指し、まずは中期目標の2030年削減(半減）を設定、2050年の⾧期目標にはカーボ
ンニュートラルに向けて社内での取組にSDGｓを推進しております。

100%

1

　電力使用量

　二酸化炭素排出量

8 環境配慮工事実施率

1 57%

目標達成率

％

7

　菊池渓谷(菊池川河川公園)の清掃活動

453259
売上（100万円）

単位 2021年度実績目標値

3

2

Do3.環境経営目標とその実績
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

目標値 2021年度実績

産業廃棄物の

リサイクル率

会社の屋根には太陽光発電

こまめに節電を行っています

現場で出たコンクリート殻は

所定の産廃業者へ搬入して

います。

またマニフェストで管理して

ます。

また再生クラッシャラン・アス

ファルト合材の購入をし、産業

廃棄物のリサイクルをしていま

す。

節電を心掛け、夏はエアコン温度28℃、冬は20℃設定にし、昼

休み中は電源を落としております。またエコドライブの徹底。ム

リ・ムラ・ムダをなくすため確実に丁寧な作業を遂行するよう努

めております。
※左図CO2排出量合計：109112.88/売上高241（百万）＝実績値

0

5000

10000

15000

20000

25000

目標値 2021年度実績

電力使用量

0

100

200

300

400

500

目標値 2021年度実績

二酸化炭素排出量

100％ 99％

453(kg-co2/100万)

256(kg-co2/100万)

20,818(kwh) 19,947(kwh)
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※全量売電（再生可能エネルギーの生産、気候変動に具体的な対策を！）

※竜門ダム周辺の不法投棄物の処理を行ったため1月2月のリサイクル率低下



河川敷で掘削

啓発ポスターの設

置

効果あり！？
50

60

70

80

90

100

110

目標値 2021年度実績

水使用量

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000
45,000

目標値 2021年度実績

重機・車両燃料使用量

0

1

2

目標値 2021年度実績

環境美化活動

今年度の目標に社員一丸となって

達成を目指してます

ボランティア活動

河川敷公園

清掃作業

1回

２回

98(m3)
92(m3)

40,510(L)

32,236(L)
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美化活動には積極的に取り組んで地

域貢献を行っております。

写真以外にも、現場周辺の清掃活動、

外来種の駆除（オオキンケイギク、ブ

ラックバス等）など、環境にやさしい会

社つくりを推奨しております。

現場事務所

花いっぱい活動

電力1（本社総務）

2%

電力2（本社工務）
2%

建設現場等の購入電

力
3%
ガソリン

3%

建設現場等のガソリン

14%

建設現場等の軽油（重機・ダンプ

等）

76%

建設現場の灯

油

0%

液化石油ガス

（LPG）
0%

２０２１年度CO2排出量
電力１（本社総

務）
1%

電力2（本社工

務）

1%建設現場等の

購入電力

1%
ガソリン

2%

建設現場等の

ガソリン

8%

建設現場等の軽油（重機・ダンプ等）
60%

建設現場の灯

油
27%

液化石油ガス

（LPG）

0%

２０１９年度CO2排出量

※塵芥処理の流木などを焼却するため助燃材として灯油を使用

建設現場の灯油使用がなくなった！！

竜門ダム維持管理工事で塵芥処理

を行ってます。

その時の木くず、ゴミ等をすくい上げ、

乾燥させて、以前は焼却処理を行て

いました。従って夏場に助燃材とし

て灯油代が発生していました。

塵芥処理の木くず

現在薪として

地元住民へ無料配布

以前は焼却処理を

行っていた

ECO

CO2発生

2019年CO2排出量

180,494 ｋｇ

2021年CO2排出量

109,113 ｋｇ

Wｈｙ？

-7-

※助燃材として灯油を使用

※建設現場の灯油が0％になった理由は・・・NEXTページ！！



ボランティア活動

竜門ダム周辺除草

除草した

竹や草、木材を破砕

破砕した木材等の

チップの敷均し

除草した草、伐木した木材や竹などを破砕し

マルチング材変え、マルチング材の敷均しを

行った。草が生えにくく天然の防草効果があ

り、竹は消臭効果も期待できます。また草と

混ぜることにより、絡まり風で飛散しにくいと

聞きました。ただ産業廃棄物として処分する

のではなく、地域の人に薪の配布及び土壌

改良材として使用してもらい地域貢献にもな

り、環境にやさしい取り組みを実施していま

す。

焼却をやめてマルチング材に変えた

Act

なぜならば...

地域貢献と共に脱酸素社会に向けた取り組みでは、

SDGｓの考え方を環境基本計画に取り入れております。

建設業として地域への清掃等ボランティアを

はじめ分別リサイクル等、建設廃棄物の抑

制、各化学物質の適切な処理の徹底を行っ

ています。

CSR環境活動の推進

-8-

※環境経営方針に掲げている環境配慮工事の実施



４．主要な環境活動計画の内容

1 二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出量

前年度比1％削減

（単位kg-CO2）

2 二酸化炭素排出量の削減

電力使用量

前年度比1％削減

（単位kw）

3 二酸化炭素排出量の削減

運搬車両燃料使用量

前年度比1％削減

（単位Ｌ）

4 廃棄物排出量の削減

産業廃棄物のリサイクル率向上

（単位％）

前年度　１００％

5 総排水量の削減

水使用量

前年度比

（単位ｍ３）

前年度比1％削減

6 環境美化活動

菊池川河川公園の清掃活動

年間通して2回の予定

　　

7 グリーン購入の推進

グリーン購入活動実施率１００％

8 環境配慮工事実施率

環境配慮工事実施率１００％

　　

①空調の適正管理

環境改善目標

⑤工事車両は乗合せていき車の台数を減らす

②休憩、外出時の消灯励行

②急発進、急ブレーキの自粛

⑤委託品の適切な業者への搬出

③収集運行ルートの効率化

②収集時にリサイクル品を分別

⑥工事道具を忘れないように前日に準備する

①排出事業者に分別の徹底依頼

③分別処理の事務所への報告

①洗車時の節水徹底（洗車時間短縮等）

①グリーン対象品目の選定

②購入可否検討

①騒音・粉塵・濁水への配慮

②建設廃材の再利用、リサイクル

②建設機械の洗車時の節水(洗車時間短縮等)

③生活用水の節水(無駄な使用の排除)

④再生、再利用可能な業者の情報収集

③不必要な電灯の消灯

④ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀの清掃

⑤エアコン設定温度　夏　28℃　冬　20℃

⑥昼休み中の消灯

①無駄なアイドリングの自粛

④燃料使用量の把握

①4時間の奉仕活動

活動項目

・電気消費量削減活動

・運搬車両燃料消費量削減活動

・環境啓発教育活動

4.主要な環境経営計画の内容
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社員が誇れる企業になる「エコアクション21」

環境省策定のガイドラインに基づく「環境経営」の認証登録制度

エコアクション21を取り組むことで得られるメリット、効果

荒木建設では2007年から取組んでるエコアクションになりますが

近年ビジネスパーソンとしてSDGｓや*ＥＳＧの理解の必要性が求められてます。

エコアクションを取組むことにより、環境に配慮した工事の必要性を

常日頃考えることにより、公害の予防対策、工期短縮等、会社にとっても

メリットしかないエコアクションの取組を社員1人1人意識し取組んでます。

【荒木建設の今後求めれれるレベルアップ取組み】
　環境経営取組みの一つとして取り組む姿勢を明確に情報公開していく上、ホーム
ページへの環境経営レポートの掲示を予定しております。只今準備中ですが、環境
経営に関してアピールしていきたい所です。また、環境経営を行うことで、費用の削
減にもつながり、いいことずくめです。100年企業を目指し社員一丸となり、環境経営
の新時代を構築していきたいと思い、この度環境レポートのリニューアル致しまし
た。まだまだ、全社員に届いてないところもありますが、意識をするしないかで多少
違ってくる所はあると思いますので、今回会社としても環境マネジメントレベルを上げ
ていけたらと...全世界共通の目標「カーボンニュートラル」の実現に建設業として難し
い課題ではありますが、CO2の削減に挑戦し、まずはCO2排出量の半減を目標に取
組みます。

エコアクション２１は、Plan（計画の策定）、
Do（実行）、Check（取組状況の確認）、
Action（取組の評価と見直し）を基礎とする
パフォーマンスを継続的に改善する手法
「PDCAサイクル」に基づいて取り組みます

環境経営活動内容

PDCAサイクル

【解説】

*ESGとは

E（Environment＝環境）温室効果ガスの削減等、水質汚染の改

善、気候変動への対応などの環境対策

S（Social＝社会）ジェンダー平等の実現、格差や人権問題の解決、

地域社会への貢献など

G（Governance＝ガバナンス）不祥事の回避、不正のない公正な

経営や情報開示など

エコアクション認証

※データ元 環境省 エコアクション２１より
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「ユースエール認定企業」とは、「若者雇用促進法に基づき、

若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況などが

優良であると厚生労働大臣が認定した企業です。

認定基準の一部

●直近三事業年度の、新卒者などの離職率が20％以下

●前事業年度の、正社員の月平均の所定外労働時間が20

　時間以下かつ、月平均の法定時間外労働60時間以上の

　正社員がゼロ

●前事業年度の、正社員の有給休暇の、年平均の取得日数が

　年10日以上または、年平均取得率70％以上など

働きやすい環境を目指し、日々会社も努力してます

ユースエールはその象徴と言えます

熊本県SDGｓ第二期登録

ユースエールの認定

熊本県SDGs登録制度は、熊本県内の企業等が、自らの活動とSDGsとの関連性を認識し、

SDGsの達成に向けた具体的な取組みを推進することにより、SDGsの普及を促進することを目

併せて、新たな価値の創造を促し、その取組みの「見える化」

による地域の自律的好循環(※)の形成につなげることで、熊本

の特性を生かした持続可能な社会と、SDGsを原動力とした地

方創生の実現を目指します。
  (※)自律的好循環…企業、地域、地方公共団体、地域金融機関等の多様なステークホ

ルダーが連携し、地域課題の解決に向け、キャッシュフローを生み出し、得られた収益を

地域に再投資すること。

当社は熊本県SDGｓ推進企業として登録致しました

【持続可能な開発目標】国連で定めた17の目標と共に「誰一

人取り残さない」を理念に世界をより良く変えていくための活

動です。社員1人1人できる事を取り組んでます。

当社の主な目標

①CO2の排出量の削減

②労災事故の撲滅

③残業時間の削減

④美化活動
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0

5
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

従業員男女の人数

男 女

19

1

2019年度

男 女

人

人 15

4

2022年度

男 女

女性事務員2人

女性施工管理2人

人

人
14

5

2023年度

男 女

女性事務員2人

女性施工管理2人

女性作業員1人

人

人

【建設業で子育て世代女性の就業】
現在弊社では子育て世代の女性に優しい雇用形態が存在します。

朝もゆっくり、帰りも早く、子育て世代として本当に感謝。

・8：30～16：30 （土日祝日休み・完全週休2日制）

・9：00～17：00 （土日祝日休み・完全週休2日制）

上記のようにライフスタイルに合った就業形態を選択、またほぼ毎日定時帰宅しておりま

す。

2019年から2021年度のエコアクション対象期間 次年度対象期間

弊社では女性が毎年増えています、職場環境も女

性に優しい環境が整っております。

【建設キャリアアップシステム（CCUS）】
建設キャリアアップシステムとは、

技

技

事

技能者の就業履歴を蓄積し、保有資格などと合

わせて能力評価し、処遇の改善を図る。

技能者のキャリアパスを明確にして若い世代の

入職者を増やす

優秀な技能者を抱える専門工事業者の施工能力を見え

る化して競争力を高め、かつ業界の健全化を図る

1回ピッする毎

就業履歴蓄積

資格や経験年数

レベルで見える

技 事技術者 事業者

事

CCUS導入→運用は2023年4月以降予定

現在運用にあたり手続きを行っています。まだ現場運用までは行っていませんが、このシステムを導

入することにより、現場での勤怠管理、安全書類、工程管理等、簡略化が進み、ワークライフバランス

の実現も可能になることが期待。

19人
17人

1人

16人

4人3人

15人

3人

女性事務員1人

働き方改革

現場の生産性向上

処遇改善

安心した雇用継続
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【防災訓練①】
主催 菊池川水防演習協議会

共催 国土交通省菊池川河川事務所

鹿本地域振興局土木部

菊池川水防演習協議会水防連絡会

協力 菊池川安全協力会（１０社のうち荒木建設）

日時 令和4年5月15日　午後13：30～15：30

場所 菊池川山鹿大橋上流　左岸の河川敷

内容 菊池川の氾濫を想定した訓練

【防災訓練②】
日時 　令和4年4月11日　　午前7：30～午前8：30

場所 本社事務所・資材置き場

内容 はしご・脚立からの転落事故再発防止に関する特別教育

熊本労働局YouTubeチャンネル

「はしご・脚立作業における労働災害防止対策」

（実習）

梯子の規定や固定の仕方、上り方、下り方について

【防災訓練③】
日時 令和4年3月7日 午前7：30～8：30

場所 本社事務所・資材置き場

内容 消火器の使い方・設置場所の確認

【外部講師による安全講話】

外部講師（小篠コンサルタント）による安全講話

直近の労働災害ニュースをもとに安全に対する

安衛法や対策などのスライドの鑑賞、または

ディスカッションを行った

日時 　令和3年12月28日　　午後13：00～午後17：15

場所 本社事務所

内容 講師より直近の事故の原因、関連する安衛法などの講話

【AED・災害に備えた備品等の設置】

災害に備え緊急時にすぐに正しく使用できるよ
う訓練を行った

AED

担架イス

防災活動

AEDを現場事務所に設置、万

が一に備え普通救命講習を各

自受講済。

普段は休憩用の椅子、

緊急時担架にも早変わり。

年に2回ほど外部講師の

安全コンサルさんにお世話になってます
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【コロナウイルス対策】

コロナウイルス対策防止

・アルコール除菌の徹底 ・事務所内換気の徹底（1000ppm以内）

・非接触型体温計の設置 ・こまめな手洗い

・ポスター掲示 ・エアドッグの設置による空間除菌

・マスクの着用 ・検査キットの配布

・自社でコロナウイルス対策としてマニュアルを完備、それにより各個人対応

【社内安全パトロール】

【安全啓発・見える化 】

【災害時河川巡視】

災害時など地域への支援・行政などに

よる救援活動への協力

河川の増水時は右のグラフを基に
行政から出動要請があり、河川巡
視を行った。
近年、ゲリラ豪雨などの異常気象
で急激に河川が増水するため、責
任を持ち防災に対し、強い意識を
持ちインフラ整備に努めます。

水量計の確認

夜間巡視

安全衛生活動

足場に啓発ポスター

架空線離隔対策

BHアーム

BH ボディー

旋回範囲注意

事前調査にて架空線や埋設物などの調

査をし、架空線に対しては防護管等の取

付けを行った。

毎朝KY活動を行い、各現場のリスクの見

積り、不安全行動、事故を低減。防災への

意識を高める。危険の洗い出しをし、事前

に予防対策を行う。毎日元気に家に帰って

欲しいので、まずは自分の安全の確保を...

月一現場と現場事務所へ社長自らのパトロール。

安全巡視を行うことで、現場の進捗状況の確認、

現場とのコミニュケーションを大切にしてます。

右の現場は女性施工管理者が写真撮影し、本社

からも女性社員２名同行。社員の能力強化及び多

様性の尊重により女性の就業率アップにもつな

がっていると感じられる写真ではないでしょうか。

※女性現場代理人が撮影
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【社内相談窓口の設置】

【労働衛生3管理】
①作業環境管理…作業環境の有害要因を除去し、労働者の健康障害を未然に防止する。

②作業管理…作業自体を適切に管理・処理し労働者の健康障害を防止する。

③健康管理…労働者の健康を把握し、健康の保持増進対策を行う。

健康経営への取組

コンクリート斫り作業

（粉塵マスクの着用）

じん肺の防止 のため粉塵マスクの着用。じん肺と

は「粉じんを吸入することによって肺に生じた線維増

殖性変化を主体とする疾病」

振動障害対策

削岩機やチェーンソーによる振動で腕に生じる障害

を振動障害の防止。手のしびれや蒼白現象である

レイノー現象という末梢循環障害を引き起こすため

連続作業時間を少なくし、休憩を長く取ったりとして

います。

雇入時の健康診断（安衛則第43条） 常時使用する労働者 雇入れの際 定期健康診断 （安

衛則第44条） 常時使用する労働者（次項の特定業務従事者を除く） 1年以内ごとに1回。

上記に基づき、年に1回の健康診断を行っている。

また結果は速やかに個人へ渡し、要精査があった者に対して、再検査の促しを行っている。

控えを会社にて５年間保管後、個人情報保護のため適切に廃棄を行っている。

施行計画書の作成

作業手順や現場組織の

説明・緊急連絡時連絡

方法について施行計画

書を現場ごとに誰にでも

見える位置に配置した。

・個人用保護具の推進

・チェンソー、草刈り機の連続使用時間

・重量物の通り扱い作業

・作業服

・作業手順

・現場の整理整頓

・現場組織の説明・緊急時連絡方法

・安全作業に関する意識の定着

・地域住民への対応
施工計画書の作成

室内の清浄度を保つため、

左の写真の測定器を設置し、

室内の二酸化炭素濃度を測

定し、定期的に換気を行って

いる。また1000ｐｐｍを超える

と赤く表示されるので必要換

気量の基準を超えないよう

屋内（現場事務所内の必要換気量） 屋外（熱中症対策）

熱中症対策暑さ指数

（WGBT）記録表を作成し、毎

朝環境省の熱中症予防情報

サイトより現場へ周知、給水

や休憩時間の確保等の呼び

かけを行い熱中症対策を徹

底した。

騒音・振動対策について

杭打ち工事施工中、周囲には住宅がある河川右岸道路

に騒音・振動を数字で表示する「騒音振動表示板くん」を

設置。騒音・振動を数字で表すことができるので、規制基

準値を超えないよう注意し、やむ得ず超えるような場合は

作業を一旦中止し厳重注意を徹底した。

VDT作業
VDT作業

椅子に深く腰掛けて履物の足裏全体

が床に接したようにする。

また1時間ごと小休憩を挟みストレッチ

を行う。

個人で悩まず、相談を

会社のドアに右のポスターを掲示しており、いつでも気軽に悩みを聞いてくれる機関の設置を

行った。心も体も健康に働いて欲しいとの事で総務担当者より、キャリアについての相談や社

内人間関係、なんでも話して、リフレッシュしよう！！個人情報により厳重に管理しております。
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【エコアクション啓発】

社内に啓発ポスター等の掲示

・エアコンの温度管理（夏　28℃/冬　20℃）

・水の使用節水の協力

・ゴミの分別（再生資源のリサイクル）

・節電のお願い

①離席中はパソコンのシャットダウン

②昼休みの事務所の消灯

③無駄な電力の使用、電源を抜く

【施工管理・工期短縮】

【例】コンクリート二次製品等の代替材の適用

・工期短縮による人件費、運搬費、CO2排出量の制御

【環境美化活動】

日時 　令和3年10月6日（1回目）　令和4年4月28日（2回目）

場所 菊池市藤田　菊池市清流公園河川敷公園

内容 マイリバー活動　年2回河川敷公園の清掃ボランティア

現場打ち作業とプレキャストのフローチャートによる工程比較

室温設定

夏場28℃/冬場20℃

ゴミの分別

資源ごみのリサイクル

節水

CO2・エネルギー排出量削減対策

環境美化活動

型
枠
組
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ン
ク
リ
ー

ト
打
設

養
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脱
枠

完
成

現
場
打
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レ
キ
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据
付
作

1日

2日

1日

完
成

3日 1日

延4日の工程短縮

（2日）

6日工程を2日に短縮

（6日）
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【献血】

日時 令和4年5月30日　午前10：00～12：00

場所 県北広域本部　玄関前

内容 400ml　献血

男性　年３回　女性　年2回　希望者のみ実施

【地域のイベントへのAEDの貸出し】

日時 令和4年5月21日～22日　

場所 竜門ダム　ドラゴンキャンプ場

内容 KIKUCHI　CAMP　vol.2　AEDの貸出し

緊急時に備え救命救急のため

【各工事にて除草、地域清掃作業】

【グリーン購入法適合商品】

環境や社会への影響にも配慮してグリーン購入を社内備品に取り込んでます（グリーンコンシューマーを目指してます）

チョーク、再生紙コピー用紙、来客時カップ等

グリーン購入

地域貢献

エコ断熱カップクラフト 来客用カップ

材質：パルプ/再生クラフト紙
コピー用紙：再生紙 チョーク：ホタテ貝再

生活用

ラベルシール：再生

紙

県道添い歩道の除草
オイルフェンスに

引っかかったゴミの除去

左のマークがついている環境ラベルの

商品の購入を推奨しております。

環境にやさしい商品の選定も継続し購

入していきます。

現場付近の清掃
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【産業廃棄物管理と 再生資材の購入】
　また、工事では再生クラッシャラン・アスファルト合材の購入など再生資源を使用。

【ドローンを使用した撮影】

【河川汚濁対策】

【NETIS登録商品使用】

　ドローン使用により、施工範囲全体の写真が撮れ施工管
理もしやすくなり、工期短縮にもつながります。工期短縮に
より、エネルギー使用の減少が予測されます。

　各工事においては、産廃マニフェストで管理し、建設資材
のアスファルト合材や再生クラッシャラン等再生資源の購
入

河川工事には特に河川汚濁対策について漁協へ計画書の
提出とオイルフェンスを設置し、極力河川への汚濁に配慮し
工事しています。
　また、OIL等の流失に備え現場には吸水マットも常備して
います。

ドローン

危険箇所等立入減少

C

ソーラー式工事灯

オイルフェンス

環境配慮工事実施

緊急油液処理キット

ハイブリッド重機

CO2の削減または

自然エネルギーの活用
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５．環境活動の取組結果と評価

3

目標達成率
２００％１回/実施

未達成

達成

5

総排水量の削減

6
　菊池川河川公園の清掃活動

目標達成率５７％

2

二酸化炭素排出量の削減

環境目標

4

目標達成率
１２６％

達成

ほんの僅かであるが、目標までに届き
ませんでした。
100％目指して継続的に分別に努めた
い。
前年度（93％）より目標値に近づいた。

　重機・車両燃料使用量

前年度比1％削減

ICTを活用し施工効率を上げることは
出来たが、使用量は増加。目標設定
に工夫が必要。あとは個人個人の自
覚も必要なため社内教育を徹底して
いきたい。

近隣現場が発生した場合は、現場事
務所を一括したので、その効果が現れ
た。
また来年度も、近隣現場であれば現
場事務所を一括し、電力の削減に努
めたい。

　電力使用量
達成

二酸化炭素排出量の削減

目標達成率
１０４％

前年度比1％削減

　　リサイクル率100％

廃棄物排出量の削減

　(今年度目標) 目標達成率
99％

　水使用量

今年度は目標の達成が出来たため引
き続き努力したい。
啓発ポスター等、呼びかけを継続す
る。

　(今年度目標)

　(今年度目標)

　産業廃棄物のリサイクル率向上

達成

前年度比1％削減

目標達成率
１０７％

環境美化活動 菊池川河川公園の清掃活動、他にも
竜門ダム周辺の除草等を行った。
次年度も継続して実行したい。

環境配慮工事の施工
環境配慮工事の実施率100%

数値化は行っていませんが、工事毎
に粉塵・騒音には配慮している。また
河川掘削時の濁水にもオイルフェンス
等使用し配慮した。
次年度も活動計画にあげた項目の周
知徹底を計っていく。

目標達成率
１００％

達成

達成
グリーン購入の推進
グリーン購入活動の実施率100%

目標達成率
１００％

8

7

建設資材では再生クラッシャラン、ア
スファルト合材、事務用品では再生紙
を購入している。
次年度は購入品目の増加に努めた
い。
そのため、環境ラベルのついた商品
検索を行う。

未達成
二酸化炭素排出量の削減

1
前年度比1％削減

年々のCO2排出量は減少傾向にある
ので評価していきたいが、売上で割っ
たら仕事の量に対して、CO2の排出量
が増加したことになったので、効率が
悪い仕事内容が多かった事になる。工
事件数は多かったが移動も多かった
等。

取組の評価と
次年度の取組内容

　二酸化炭素排出量

実績(2021/9～2022/8)

Check

Check ここに注目！
CO2排出量のみで見れば
排出量は年々減少傾向です

¥0

¥100,000

¥200,000

¥300,000

¥400,000

¥500,000

0.00

50,000.00

100,000.00

150,000.00

200,000.00

2019年度 2020年度 2021年度

CO２総排出量と売上高

CO2排出量 売上高（金額単位：千円）

５.環境経営活動の取組結果と評価

エコアクション取組による

社内での意識も定着化
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６．環境関連法規制の順守状況
調査者

適用法規

石阪　幸則

運搬・処分業者との委託契約

保管場所表示、保管基準の順守

対応法規の要求事項

○

車検又は買換時リサイクル料負担
適切な処理業者への処分依頼

定期的な保守点検、清掃の実施
法定点検の実施

建設廃材の適正処理（リサイクル）

○

○

遵守状況

○

廃棄物処理及び清掃に関する法律

環境関連法規等への違反はありません。尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。

○

浄化槽法

マニフェストの交付・回収

施工計画書による工事及び遵守の届出
排出防止対策の実施

○

○

○

建設リサイクル法 ○

県へのマニフェストの年間報告書の提出 ○

○

フロン排出抑制法

運搬車輌への表示、マニフェスト携帯 ○

資源有効利用促進法
長期使用、再生資源の努力義務
適切な処理業者への処分依頼

自動車リサイクル法

騒音規制法
（特定工事）

調査実施日　2022年 8月22日

水質汚濁法
施工計画書による工事及び遵守の届出　（漁協にも提
出）
排出防止対策の実施　オイルフェンス等設置

○

大気汚染法
施工計画書による工事及び遵守の届出
排出防止対策の実施　粉塵対策

○

施工計画書による工事及び遵守の届出
騒音防止対策の実施

家電リサイクル法
買換時リサイクル料負担
適切な処理業者への処分依頼

振動規制法
（特定工事）

施工計画書による工事及び遵守の届出
振動防止対策の実施

　

○

６.環境関連法規制の遵守状況
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１.評価事項

２.見直し事項
期限

環境関連法等の順守状況

外部からの環境に関する苦
情や要望

前回の評価の結果

No. 評価事項 見直し結果 改善責任者改善内容

なし

2 環境目標の変更 なし

3 環境活動計画の変更 なし

4 環境経営システムの変更 なし

その他、代表者が必要と判
断した情報

評価結果（指摘事項）

CO2の排出量が3年連続で減少しているので次年度も更なる工夫をして達成でき
るようにする。

今年は20年以上使用していたエアコンを取替たので電力使用量等の減少に期待
したい。

環境関連法規はきちんと守られている。現状維持に努める。

今現在、環境に関する苦情の報告は受けていない。今後も苦情等がないように見
守りたい。

今まで男性中心の体制で行ってきたが、女性の新しい目線でみてもらい改善でき
る所は改善し新しい意見を取り入れていきたい。

コロナ禍、ウクライナ侵攻、物価上昇等多くの問題を抱えており時代の変化に順
応できるような体制にしていきたい。

5 その他

7 実施体制

4

5

6

2

3

環境活動の実施及び
運用結果

なし

1 環境方針の変更

環境管理責任者 代表者

No. 評価事項

1 環境目標の達成状況

発行 承認

実施日　2022年 8月25日

A

７.代表者による全体の評価と見直し記録
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Act来年度の新たな取組へ向けて

名刺をカレンダーの裏に印刷
社内にあるたくさんのカレンダーの裏紙に名刺を

印刷しました。紙資源の再利用と費用削減にも効

果が期待！！

今年度作成者より

エコ・アイドリングストップ
エコ・アイドリングストップの推奨、啓発ポスターと

社内共有フォルダへ投稿。普段から安全にエコな

ドライブの心がけの定着を！！

にチャレンジ！！

環境経営レポートを作成するにあたり、環境につ

いて常に考えるようになりました。今年度はエコ検

定にチャレンジしこの活動を通し、もっと高みを目

指したいと思いました。

社内環境広報の作成

★作成者 田嶌★

今年度環境経営レポートを作成しました田嶌です。入社2年弱

の建設業は未経験で入社。毎日図面や数字とにらめっこで涙を

流す日々（笑）そんな息抜きは休日に家族で釣りやキャンプに出

掛けたりしています。

さて、今回環境経営レポートをリニューアルするのと担当制に

してはと言う意見があったので率先して作成致しました。また、た

だ更新していく書類ではなく、ちゃんと行動してるという事がわか

るような資料を作ると目標を立てました。そのため、過去３年の

データをもう一度見直し、入力をし直すことから始めました。する

と、入力漏れがあったりしたため今回初めて過去３年のデータを

比べてどんな変化があったのかを知ることが出来ました。データ

を集計するにあたり、どんどん追及心が出てきて、グラフ化して

みよう！！と数値化してあるものはグラフ化して以前との変化を

比べたりとたのしく活動できました。

また環境活動を通して、各現場の状況などを把握することがで

き、現場ではどんな工夫をして工期短縮をしたのかなど、工事

担当者に教えて頂いたりと、現場担当者とのやり取りができ、社

内コミュニケーション等も円滑にできエコアクション担当をして良

かったと感じています。社内にもエコアクションの啓発ポスター

等を増やし、今後継続的に続けていけたらと思います。

最後に環境経営を通して、会社

にも環境にもうれしいWIN WIN活

動をこれからも継続し、カーボン

ニュートラルの実現に向けて企業

として責任を自覚し働きたいと思

います。

季刊紙（電子媒体）の発行、社内LINEにて情報共

有予定。四半期ごとを目安に環境広報を作成し、

社内の工事情報や新入社員インタビュー、環境

活動の周知を目的にした季刊紙を準備中。

ｃｏｍｉｎｇ ｓｏｏｎ

只今準備中
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